
■チラシ・フライヤー：A3_2つ折り_横
( 紙のサイズ420×297mm 仕上がりサイズ297×210mm )

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ＰＤＦに変換して入稿される場合★★★
「表示」＞「スライドマスター」画面より、色つきのガイド線を消してから変換してください
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Web版ひびきは、右のQRコードから

会議の内容が一目で分かる！～視覚化システム～

オンライン本会議の実現に１歩前進～国に要望書を提出～ ４ページ

２４３

２年連続全国１位！議会改革度調査２０２１

１ AI認識字幕をライブ配信 ２ 市民リライター

会議録作成に高校生や市民の方が参
加。議会の理解を深めました

４会議資料をネット公開

本会議・委員会配布資料を市ホーム
ページで公開しています

５ 360度カメラでライブ配信

視聴者が会議室のライブ配信映像を
上下左右に動かすことにより、その
場にいるような臨場感で見られます

取手市議会だより

ライブ配信の下にAI認識した字幕を
表示。会議を可視化しています

３ 出前講座

議会事務局職員が「議会とは」等に
ついて学校で出前講座を実施

７ オンライン委員会

感染拡大時でも議会の権能が果たす
ため、オンライン委員会を可能に

６欠席事由に出産を明記

平成30年から会議規則の欠席事由に
「出産」を明記。女性の政治参画を
先駆けて進めています

９ オンライン意見交換会

感染拡大時でも意見交換会が可能。
オンラインを併用して、市民の声を
聴きます

前年１年間の議会活動を調査し、ランキングにして公表・公開する「議会改革度調査２０２１」で、取手市議会が２年連続で全
国１位にランクインしました。この調査は、早稲田大学マニフェスト研究所が毎年、全地方公共団体議会事務局に対し、前年１
年間の議会活動に関する調査を行い、数値化してランキングにしているものです。取手市議会は、全地方公共団体議会
1,788中（47都道府県議会・815市区議会・926町村議会）第１位にランクインしました。この調査で、市議会が２年連続で１
位を受賞したのは全国初です。調査の対象となった主な取り組みは、上記のとおりです。

令和４年７月１５日

８ デモテック協定

官・民・学連携協定で、議会のさ
らなるICT化による新しい民主主義
の手法構築に向けてチャレンジ

２ 市民リライター

会議録作成に高校生や市民の方が自
宅からオンラインで参加。議会の理
解を深めました

７オンライン委員会

感染拡大時等の有事に加え平時でも
議会の権能を円滑に果たすため、オ
ンライン委員会を可能に

第２回臨時会・第２回定例会の討論・議決結果
可否同数 議長裁決により意見書案を否決

オンラインで市民との意見交換会を開催しました ２・３ページ

号

女性議員による議会改革特別委員

国の動きは…

会議の内容が一目で分かる！
～視覚化システム～

市民の理解度や議会への関心の向上を支援することを目的

として、会議の全体像を、全文表示の会議録よりも分かりや

すくするため、会議中に発言されたワードの関係性を視覚的

に把握できるシステムです。 AIが議事録を解析し、発言の

中から重要語句（トピックワード）と、それらに関連した語句

（イベントワード）を抽出し、線で結んでグラフ表示することで、

会議内容を一目で分かるようにしています。右のQRコードか

ら詳しい操作方法と視覚化システムをご利用ください。
視覚化システムの

操作方法
視覚化システム

オンライン本会議の実現に1歩前進 ～国に要望書を提出～

4月20日、金澤取手市議会議長と滋賀県大津市

議会、滋賀県市議会議長会が合同で、デジタル庁、

総務省、自由民主党本部を訪問し、オンラインで議

会の本会議を開くために必要な地方自治法改正を

求める要望書を提出しました。

取手市議会では、令和3年12月14日に「オンライン本会議

の実現に必要となる地方自治法改正を求める意見書」を

可決。この意見書は、令和3年11月2日に大津市議会が取

手市議会を訪問した際に、当時の取手市議会議長の齋藤

久代、議会事務局職員と意見交換し、共に自治法改正に向

けて活動していくことについて一致したため、提出に向けた

動きが加速していったものです。

令和4年5月26日、議会会議録と連携した視覚化システムを試行導入しました。自治体としては初の取り組みです。

このシステムにより、例えば、ある日にどのよ

うな会議が行われたか、概要を知りたい場合

は、会議の種類（定例会・臨時会・委員会な

ど）と日にちを入力することで検索できます。

また、特定の議員が過去にどのような発言を

したかを知りたい場合は、その議員と期間

（今までの発言全て、または発言があった日

付の会議）を設定することで、どのような発言

や議論を行ったのか、どんなトピックを中心に

議論を繰り広げてきたかを表示することがで

きます。

画面上のワードをクリックすると、議員が
どんな発言をしたかを見ることができます

デジタル庁を訪問し、小林史明副大臣に要望書を提出

総務省を訪問し、田畑裕明副大臣と意見交換する金澤議長

令和2年第4回定例会（2日目）の表示例

6月3日、衆議院では、本会議へのオンライン出席を可能とするための「地方自治法の一部を改正する法律案」が提

出され、審査が行われています。取手市議会だけでなく、全国でオンライン本会議実現のための活動が活発になって

います。

会議録視覚化システムとは?

デモテック宣言セレモニー


